


















































































































































































































































































































































































































第三十四号、 1976年3月。同氏 「「西行物語」考」『駒沢国文』第十三号、1976年 12月。谷口耕一
「西行物語の形成」 『文学jVol. 46、1978年 10月。久曾神昇「西行文献叢刊解題」 『西行全集』 ひ
たく書房、1981年。千野香織 『日本の美術 l No. 416絵巻西行物語絵』至文堂、 2001年。高城功



































⑫『静岡県史 資料編8 中世四』静岡県編集発行、 1996年3月。
※本文引用は、久保家本 『西行物語絵巻 ・詞書』、静嘉堂文庫本 『西行物語』、松平文庫本 『撰集抄』
は I西行全集』（日本古典文学会）に、寛永本 『西行物語』は前掲注④秋谷治氏論考に、『山家集』
は和歌文学大系21f山家集／聞書集／残集』（明治書院）に、「西住桑門事状記」は 『駿河記』（桑
原黙斎編、臨川書局、 1974年）に、『東街便覧図略Jは 『東街便覧図略伊豆・駿河・遠江の部』
（宮本勉翻字 ・解説、羽衣出版、 1994年12月）に、それぞれに拠った。但し、私に適宜表記を改
めた箇所や、傍線・注記等を施した箇所がある。
［付記］
本研究を進めるにあたり、殊に実地調査を行う際、池谷圭次様 （駿河国田中城跡保勝会会長・前岡
部町教育委員会社会教育指導員）、大石美代子様をはじめ、岡部町の方々から有益なご教示及び多大
なるご協力を賜りました。また、専称寺に取材と貴重な文化財の撮影を許諾して頂きました。この場
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をお借りして感謝の意を申し上げます。
＊討識要旨
渡辺憲司氏は『駿河記Jの成立についての意見を求めた。それに対し、発表者は 『駿河大地誌Jが
調査担当者の相次ぐ死によって文化九年に一旦編纂が途絶えたのを、文政三年に桑原黙斎が独自に完
成させたものであると回答した。横井孝氏は、阿部という土地の特殊性について質問した。それに対
し発表者は、阿部はいわゆる昔ながらのムラ意識の残っている土地であると回答するとともに、阿部
の西行伝承が 『駿河記』にのみ拠っていることを報告した。それを受け、横井孝 ・大高洋司両氏から
は、海道筋にある阿部には中世期の説話が残存している可能性が指摘された。
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